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【学 歴】
1954年 9月 山形県東田川郡羽黒町（現在 鶴岡市）に生まれる
1978年 3月 福島大学経済学部経済学科卒業
1981年 3月 神戸商科大学大学院経営学研究科修士課程修了
1983年 3月 神戸商科大学大学院経営学研究科後期博士課程中退
2007年 9月 博士（商学）大阪市立大学
【職 歴】
1983年 4月 大阪市立大学商学部助手
1985年 4月 同 講師
1986年 7月 ヨーク大学（カナダ）・カリフォルニア大学・サンタバーバラ校（海外出張）
（～1987年 3月）
1988年10月 大阪市立大学商学部助教授
1989年 3月 上海財経大学（海外出張）（～6月）
2001年 4月 大阪市立大学大学院経営学研究科助教授
2006年10月 大阪市立大学大学院経営学研究科教授（現在に至る）
2010年 4月 評議員（～2011年 3月）
2012年 3月 スターリング大学（イギリス・スコットランド）（海外出張）（～5月）
【所属学会その他】
日本商業学会、日本卸売学会
【非常勤講師】
名古屋商科大学他
【受賞】
2007年 5月 日本商業学会賞（奨励賞）受賞
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